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紺 的コ被穀，視床の小出血 の運動機能 への影響 は出血

が内包，特に後脚部 に進展 しているかど うかに左右 され、

るため，CTに よって血腫 の進展様式が検討 され てきた．

また，血腫その もの に限 らず， 臨腫周 囲の浮腫 の症状 に

お よぼす影響について も検討の必 要があると思 われ る、

今回我 々は 当院に搬入 された被殻 ，視床 の小出血に対 し

経時的CT，MRIを 施行 しcoronalsliceのMRIを

中心に検討 した，

〔結果 ．1coron無1MRIで はaxialCTに 比 し血腫の 内

包への進展を よ り正確に把握で き，症状 との相 闘がみ ら

れた ．脳内血腫 亜急 性期 ，M磁 鷹 強 講画縁 におい て

認め られ るmassのf£ ㏄tを 伴わ ないp8rifoc舗hl帥ln一

む磁n綴ty躍 ㈱ は運動 機能障 害 を助 長す る因 了・とは考 え

られなか った，被殻，視床の小 出血例 におけるcoro照l

MRIに よる検討 は治療法の選択 ，予後の推 定に際 して

有用 と考え られた．

A－ －2）高血 圧 性 脳 出血 急 性 期 の ミ リス ロール

に よ る 意図 的低 血 圧 療 法

山本 覚 ・西沢 義彦

翻 霧 ：蝶 叢（議轟駿 森学）
金谷 春之

高血圧性脳 出灘の急性期に意図的低血旺療法を行 ない，

血 唾増大の有無，神経症状の変化，治療予後を検討 した，

207

対象 ：発症後 樽時閥以内に搬 入 された高血圧機脳 出血22

例で ある。搬入 時NGは ， 亙 ：6例 ， 叢 ：6例 ， 蝦 ：

難例 ， 揮翫：5例 ， 騨b； 譲例 であ る．搬 入時，収 縮期

痴圧 が 絡伽m恥 以上 拡 張期血圧 が 瓢 ㎜mH霧 以 上

の高薩圧 例に おいて ミリスロールの経静脈 的投与を1．0

爾 癒 副 懲諭 か ら行 ない，搬 入時血圧 の慧0～30％ 降圧 を

目標 と した．脳撫管写 は，緊急 の場 合を除 き少な くと も

発症 鱒時間 以後に撫圧の安定 した時点で施行 した．結果 ：

ミ！3ス躍一ル単独に よる鰭／圧 ＝混ン ト環一ル良好群 は玉3例，

甑 軸 拮 抗剤等 を併用 した良好群7例 ， コン トrトガレ不

良は 譲例であ った，戯 緯⑪例における血腫増大例はな く，

また神経症状 の悪化を認めた ものは ない，非 手術鍼例の

平均血腫量は9．8c心 で，発症後1～ 積 口闘は ミリス 環…

ルで管理 し，その後 は 礫， βブ 環ッカ ー，Ca＋ ＋拮抗 剤

で 搬圧 の ＝1ンi・篇一ルを行な った。本群 におけ る1ケ 月

後 のAr）Lは ，改善1董例 ，不変3例 で あ った， 手術8

例の平均血 腫鐙は54ccで あ り，吸 引術施行S例 の吸引

率は平均80％ ，開頭術施行3例 では，ほぼ全量 の血腫 除

去が行 なわれ，r餓c鳶umu工atio籠 はなか った．手術群 の

1ケ 月後のAD1． は改善 が7例 ，不変1例 であ った．

A－3） 高 血圧 性 視床 出 血 に 対 す る定 位 的 血腫

吸 引術

舞諜 隆韓：趨醤賢突臨 （山形県立率央病院脳神経外科 ）

視床 繊磁の保存療 法 とs惚reotacもicasμraもionsur－

g鱒 の予後 につ いて比較検 討 した．

〈苅象 ＞1980年1月 から1987鱗2月 まで 当科 で経験 し

た視床出血で ，6ケ 月 まで経過 を観察 しえた142例 （脳

室 ドレナージを含む保存療法U4例 を保存療法群 ，Sもereo

tactic認p玉ra嫉 ◎輪sur零eryを お こな った28例 をAS群

とす る）

〈方法 〉 症 例は神 経学的璽症 度 く脳卒 中外科 研究会 ，

1978），血腫量 ，他の要因 で分類 し，6ケ 月後のADL

を評 価 し，保存療法群 とAS群 との比較 を行 な った．

〈結果 〉保存療法群の予後 へ闘与す る罎子 と して血腫量 ，

神経 学的璽症度，羅側 への血腫 の進 展及 び第3脳 室 との

関係 ，水頭症の禽無，年齢 等が考え られた．

＜結語 ＞sもer¢otacもicaspir畿i◎n窓ur鶴ryは 上記条件

を考 慮 し症例 を選 べば有効 と思 われた．




